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㈱ 野 村 総 業

野 村 機 器 ㈱

サンコー機材㈱

〃昭 島 支 店

〃西多摩支店

〃  府中支店

〃  秋川支店

〃  甲府支店

〃  八王子支店

㈱ 角 産

〃東京西営業所

㈱ ノ ム ラ

〃東松山営業所

〃足立営業所

沖 山 産 機 ㈱

〃 柏 営 業 所

㈱ 岡 本

倉 地 ㈱

〃 小岩営業所

〃八丈島営業所

〃 松 戸 支 店

〃葛飾営業所

管 工 機 材 住宅設備機器管友ネットワーク・グループ

TEL(03)5671-0391 FAX(03)5671-0394

〒179━0083
TEL(03)3931-0701 FAX(03)3931-0702
練馬区平和台3-26-15

〒178━0065
TEL(03)5387-5611 FAX(03)5387-5610
練馬区西大泉6-10 -2

〒121━0064足立区保木間1-11-2

〒167━0051
TEL(03)3393-2211 FAX(03)3391-4227
杉並区荻窪3-47-15

〒355━0023
TEL(0493)23-2921 FAX(0493)23-9216
東松山市六反町15-12

〒270━2224
TEL(03)3391-2211 FAX(03)3392-5616
杉並区荻窪3-47-17

〒131━0031
TEL(03)5247-7131 FAX(03)5247-7133

TEL(04)7132-6361 FAX(04)7132-9270

TEL(03)3654-8111 FAX(03)3651-1245

TEL(04996)2-1402 FAX(04996)2-2102

TEL(03)3356-4871 FAX(03)3356-4374

TEL(03)3624-4441 FAX(03)3622-6894

〒277━0872

〒133━0044

〒100━1511

〒160━0022

〒130━0004

墨田区墨田4-61-13

柏市十余二348

江戸川区本一色2-18-7

八丈島八丈町三根398

新宿区新宿1-11-15

墨田区本所1-33-9

TEL(047)391-5711 FAX(047)391-5777
松戸市大橋白幡1108-3

〒124━0022葛飾区奥戸6-4-12
TEL(03)5831-0801 FAX(03)5831-0800

〒167━0051

昭島市田中町1-36-12 〒196━0014
TEL(042)543-8811 FAX(042)546-5116
昭島市田中町1-36-12 〒196━0014
TEL(042)541-3652 FAX(042)546-3536
八王子市椚田町223-1 〒193━0942
TEL(042)668-2261  FAX(042)668-2271
府中市八幡町2-26-3 〒193━0942
TEL(042)365-6161 FAX(042)369-4456
羽村市羽加美1-7-1 〒205━0016
TEL(042)554-1151 FAX(042)554-7516
あきる野市瀬戸岡425-8 〒197━0803
TEL(042)559-5241 FAX(042)559-5205
山梨県甲斐市名取729 〒400-0112
TEL(055)276-4811 FAX(055)279－0771

〒187━0032小平市小川町1-341-2
TEL(042)342-2211 FAX(042)344-2211

シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
迎
え
て
打
ち
水

シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
迎
え
て
打
ち
水

東
京
都

墨
田
区
あ
ま
み
ず
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
盛
況

水
の
日
・
水
の
週
間
記
念
行
事

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

８
月
１
日
の
「
水
の
日
」

の
関
連
行
事
と
し
て
第
１４
回

「
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国

大
会
」
が
８
月
３
〜
４
日
、

東
京
・
墨
田
区
役
所
で
開
か

れ
た
。
ま
た
１
日
か
ら
４
日

の
「
あ
ま
み
ず
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
水
を
利
用
し
た

露
店
を
集
め
た
雨
水
え
ん
に

ち
や
協
力
企
業
・
団
体
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
な
ど
を
繰

り
広
げ
る
と
と
も
に
、
２
日

に
「
水
の
日
」
応
援
大
使
の

シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
迎
え
て
打
ち

水
・
記
念
撮
影
会
を
行
い
、

２
０
０
名
以
上
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

「
水
の
日
」
は
平
成
２６
年

に
成
立
し
た
水
循
環
基
本
法

に
基
づ
き
正
式
に
定
め
ら
れ

た
。
「
水
の
週
間
」
（
８
月

１
〜
７
日
）
を
中
心
に
地
方

公
共
団
体
な
ど
が
水
の
大
切

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
全
国
各
地
で
展
開
し
て

い
る
。

首
都
圏
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
で
あ
る
墨
田
区
で
は
水

災
害
へ
の
対
応
と
し
て
雨
水

貯
留
施
設
な
ど
の
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

１
９
９
４
年
に
は
国
内
初
の

雨
水
利
用
国
際
会
議
を
同
区

で
開
催
し
て
い
る
。

４
日
間

に
わ
た
る

あ
ま
み
ず

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で

は
ボ
ー
ル

す
く
い
な

ど
で
活
況

を
呈
し
た

雨
水
え
ん

に
ち
、
室

内
全
体
を

す
ご
ろ
く

に
見
立
て
た
雨
つ
ぶ
ご
ろ
ご

ろ
す
ご
ろ
く
、
雨
水
に
関
す

る
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
多
彩

な
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
、
連

日
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
た
。

シ
ャ
ワ
ー
ズ
は
あ
ま
み
ず

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
先
立
ち

７
月
２７
日
に
静
岡
県
菊
川

市
、
さ
ら
に
８
月
４
日
に
大

阪
府
藤
井
寺
市
に
お
け
る

「
水
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

に
登
場
し
、
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。

水
の
日
・
水
の
週
間
の
記
念
行
事
で
あ
る
「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」
（
主
催＝

水
循
環
政
策
本
部
、
国
土
交
通

省
、
東
京
都
、
水
の
週
間
実
行
委
員
会
）
が
８
月
１
日
、
東
京
・
千
代
田
区
大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
三
笠
宮
瑤
子
女
王
殿
下
、
斉
藤
鉄
夫
水
循
環
政
策
担
当
相
・
国
交
相
を
は
じ
め
行
政
・
業
界
関
係
者

や
市
民
な
ど
約
１
１
０
名
が
出
席
。
第
４６
回
全
日
本
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
や
基
調
講
演
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
行
事
を
通
じ
て
水
の
大
切
さ
に
関
す
る
認
識
を
新
た
に
し
た
。

水
を
考
え
る
つ
ど
い
は
平

成
２６
年
に
施
行
さ
れ
た
水
循

環
基
本
法
に
基
づ
き
健
全
な

水
循
環
の
維
持
・
保
全
に
向

け
た
国
民
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
８
月
１
日
の
水
の

日
、
７
日
ま
で
の
水
の
週
間

の
関
連
行
事
と
し
て
各
都
道

府
県
で
計
２
６
７
件
の
普
及

啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

当
日
の
記
念
式
典
で
は
主

催
者
を
代
表
し
て
斉
藤
水
循

環
政
策
担
当
相
・
国
交
相
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
今

年
は
水
循
環
基
本
法
施
行
か

ら
１０
年
目
と
な
る
節
目
の
年

だ
。
水
は
命
の
源
で
あ
る
一

方
、
洪
水
や
渇
水
な
ど
の
災

い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

る
。
気
候
変
動
に
よ
り
水
災

害
が
激
甚
化
・
多
発
化
す
る

中
、
５
月
に
開
か
れ
た
世
界

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
流
域
関

係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
発
信
し
た
。
今
夏
に
は

水
循
環
基
本
計
画
の
改
定
も

予
定
し
て
い
る
。
水
に
関
す

る
施
策
を
円
滑
に
進
め
る
に

は
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
健

全
な
水
循
環
へ
流
域
治
水
を

推
進
し
、
水
の
恵
み
を
持
続

的
に
享
受
で
き
る
社
会
を
構

築
し
た
い
」
と
積
極
的
な
取

り
組
み
を
促
し
た
。

続
い
て
三
宮
隆
東
京
都
都

市
整
備
局
長
が
小
池
百
合
子

知
事
の
あ
い
さ
つ
を
代
読
。

ま
た
小
池
俊
雄
水
の
週
間
実

行
委
員
会
会
長
・
国
立
研
究

開
発
法
人
土
木
研
究
所
水
災

害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

国
際
セ
ン
タ
ー
長
が
水
循
環

の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
瑤
子
女
王
殿
下
が

「
水
に
つ
い
て
考
え
る
の
は

老
若
男
女
す
べ
て
の
人
に
と

っ
て
大
切
な
こ
と
。
中
学
生

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

は
き
れ
い
な
水
を
身
近
で
体

感
し
た
貴
重
な
記
録
で
学
ぶ

点
が
多
い
。
国
民
へ
の
わ
か

り
や
す
い
情
報
発
信
と
い
う

点
で
も
優
れ
て
い
る
。
水
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
少
し

で
も
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

こ
の
あ
と
全
日
本
中
学
生

水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
を
行
っ
た
。
応
募
総
数

７
５
１
６
編
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

に
輝
い
た
「
田
ん
ぼ
の
水
に

思
い
を
は
せ
る
」
を
受
賞
者

の
秋
永
橘
香
さ
ん
（
東
京
・

新
宿
区
立
西
早
稲
田
中
学
校

２
年
）
が
朗
読
し
た
。

式
典
終
了
後
、
俳
優
・
気

象
予
報
士
の
石
原
良
純
さ
ん

が
「
空
、
地
図
、
ダ
ム
か
ら

考
え
る
水
の
暮
ら
し
」
と
題

し
て
基
調
講
演
。
引
き
続
き

「
健
全
な
水
循
環
と
流
域
治

水
の
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
石
原
さ
ん
ら
が
活
発
な
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広

げ
た
。

な
お
８
月

５
日
に
は
千

代
田
区
北
の

丸
公
園
の
科

学
技
術
館
で

水
の
週
間
実

行
委
の
主
催

に
よ
る
「
水

の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
・
展

示
会
」
が
盛

況
に
開
か
れ

た
。

水の大切さを認識水の大切さを認識

作文コンクール受賞者が記念撮影

斉藤担当相瑤子女王殿下

家族連れなどで連日にぎわう
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